
「共同親権」 
令和 3年 4月 1日、将棋界の風雲児、橋本祟載八段が突然の引退を発表しました。  

その理由は、妻に子どもを連れ去られた、いわゆる子どもの連れ去り問題が原因と Twitter と

Youtube で告発がありました。 

日本は、離婚後、単独親権制度が採用されているため、離婚により子どもの親権を失い、子ども

と会うことができなくなった親が数多くおります。 

親権を失って子どもと会えなくなるのが怖い親は、離婚前に、黙って子どもを連れ去り、手元に

子どもを確保して離婚裁判で親権を勝ち取ろうとするいわゆる実子誘拐を強行します。 

子どもも大好きだった親と会えなくなり、心に大きな傷を負ってしまうのです。 

しかし、警察も裁判所も実の親による子どもの連れ去り「実子誘拐」を問題視しません。 

子どもの連れ去り問題は、離婚後一つしかない親権を両親が取り合う単独親権制度が原因です。 

世界では、90％以上の国家が離婚後も共同親権であり、離婚で親権を失うことがありません。む

しろ子どもを連れ去る親は、親権者として相応しくない親との理由で逆に親権が停止されます。 

日本の中には、DV 保護のために単独親権制度が必要という風潮もありますが、まったくの誤りで

す。DV 保護には、親権停止制度を利用するべきであり、単独親権制度は、船戸結愛ちゃんのような

同居親による児童虐待を別居親が面会交流で発見することに逆効果です。 

今、話題の「共同親権」。家族のあり方をいっしょに話しましょう。 

 

４ 月 １７ 日（土）開始１０：００～１２：００ 

（札幌市中央区北 1条西 1 丁目） 

さん（参議院議員・元滋賀県知事）＊リモート参加 

知事在任中に公共事業の見直しによる財政再建をはかり同時に教育・子

育て・地域振興に力をつくす。法務委員会で共同親権について何度も質問、発言。 

 さん（ライター、共同親権訴訟原告）

平等な親の権利を求めて共同親権運動を 2019 年にスタート。単独親権の

撤廃を求めて 2019 年に共同親権訴訟を提訴。著書に『引き離されたぼくと子どもた

ち』『子どもに会いたい親のためのハンドブック』ほか 

・ ＊来場者とともに意見交換します。

（予約不要、直接会場にお越しください） 

主催 コトオヤネットさっぽろ、共同親権運動・国家賠償請求訴訟を進める会 


